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山
田
小
学
校
の
校
庭
で
８
月

26
日
に
ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
物
生

息
空
間
）
づ
く
り
の
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
身
近

な
自
然
の
復
元
を
図
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
に
生
態
系
の

仕
組
み
や
自
然
の
尊
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
も

の
。
昨
年
完
成
し
た
沼
垂
小
の

「
生
き
物
ラ
ン
ド
」
に
続
き
、

今
年
は
白
山
小
と
山
田
小
で
作

業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

山
田
小
の
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

市の人口 〈７月末現在〉

人　口　516,775人 （+111）

男　　250,420人 （+69）

女　　266,355人 （+42）

世帯数　199,117 （+143）

住民基本台帳による。（ ）は前月比
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市ホームページのアドレス　�
http://www.city.niigata.niigata.jp/

市役所・保健所�228-1000（代表）
園　芸　セ　ン　タ　ー…286－1034
水　　　　道　　　　局…266－9311
市 民 病 院…241－5151
南地域保健福祉センター…285－2373
坂井輪地域保健福祉センター…260－3255
東地域保健福祉センター…243－5312
中央地域保健福祉センター…266－5172
西地域保健福祉センター…262－3405
北地域保健福祉センター…259－7332
石山地域保健福祉センター…286－4450
中地域保健福祉センター…273－9932
黒埼地域保健福祉センター…377－2110

市 立 急 患 診 療 セ ン タ ー…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030

陶芸教室公開講座講演会

「金津焼」～土を活かして
日時 ９月30日午後２時～４時
会場 りゅーとぴあスタジオB 定員 90人
講師 押味修（陶芸家）
申し込み ９月17日（必着）までに往復
はがきに、「陶芸教室公開講座」と記入
した上、住所、氏名、電話番号を記入し、
〒951-8550生涯学習課（�内線3255）へ
※応募多数の場合抽選

こども創作活動館
申し込み �は当日直接同館へ、�は同
館（�279-2113）へ　※月曜休館、幼児
は保護者同伴
�ミニシアター（絵本の読み聞かせ）
日時 ９月８・21日午前11時～同30分
�忘れ物よさようなら～メモボード作り
日時 ９月16日午後１時半～３時
対象 小・中学生先着20人
参加費 200円

佐
潟
月
例
自
然
観
察
会

佐
潟
自
然
散
歩

日
時

９
月
８
・
22
日
午
前
10
時
〜
11
時
半

集
合
場
所

佐
潟
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

当
日
直
接
集
合
場
所
へ
　
※
雨
天
中
止

問
い
合
わ
せ

同
セ
ン
タ
ー
（
�
2
6
4
・
3
0
5
0
）
へ

５
月
か
ら
５
年
生
が
学
校
の
プ

ー
ル
や
学
校
周
辺
の
用
水
路
な

ど
で
の
自
然
観
察
や
学
習
会
を

行
い
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
中
心
と

な
る
池
の
構
想
図
を
作
製
。
こ

れ
を
基
に
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ど
が
最
終
的
な
図
案
を

仕
上
げ
ま
し
た
。
メ
ダ
カ
の
形

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
き
な
池
が

特
徴
で
、
尾
に
当
た
る
部
分
に

は
田
ん
ぼ
が
で
き
ま
す
。

こ
の
日
は
、
児
童
や
保
護
者
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約

70
人
が
参
加
し
、
池
づ
く
り
の

た
。汗

を
び
っ
し
ょ
り
か
い

た
大
川
駿
さ
ん
（
同
校
５

年
）
は
、「
作
業
は
と
て
も

疲
れ
た
け
ど
、
こ
こ
に
ど

ん
な
生
物
が
く
る
の
か
楽

し
み
」
と
に
っ
こ
り
。
一

緒
に
作
業
を
し
た
保
護
者

は
、「
黒
埼
も
だ
ん
だ
ん
と

自
然
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
自
然
と
触
れ
合

う
い
い
機
会
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
９
月
中
旬
に
池
に

水
を
入
れ
、
水
草
の
植
え
込
み

な
ど
を
し
た
後
、
10
月
21
日
の

文
化
祭
で
発
表
会
を
す
る
予
定

で
す
。

長
谷
川
市
長
と
亀
田
町
の
阿
部
學
雄
町
長
、
横
越
町
の
浅
見
良
一
町
長
は
８
月
21

日
、
１
市
２
町
の
議
会
議
長
立
会
い
の
も
と
会
談
を
行
い
、
「
合
併
問
題
に
関
す
る

協
議
を
進
め
る
た
め
、
任
意
の
合
併
協
議
会
を
合
同
で
設
置
し
た
い
」
「
同
協
議
会

設
置
に
か
か
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
１
市
２
町
の
９
月
議
会
定
例
会
に
そ
れ
ぞ
れ
提

案
す
る
」
の
２
項
目
に
合
意
し
ま
し
た
。

会談後に会見を開いた（右から）亀田町の本図議長と阿部町長、
本市の長谷川市長と松原議長、横越町の浅見町長と神田議長

任
意
の
合
併
協
議
会
と
は
、

住
民
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
や
合
併

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
一
定
の
方
向
を
見
出

す
た
め
に
協
議
す
る
場
で
す
。

会
談
後
の
記
者
会
見
で
長
谷

川
市
長
は
「
新
潟
市
、
亀
田
町
、

横
越
町
は
、
歴
史
的
に
深
い
つ

な
が
り
を
持
ち
、
住
民
生
活
の

多
く
の
分
野
で
、
行
政
区
域
を

越
え
て
日
常
生
活
圏
の
一
体
化

が
進
ん
で
い
る
」
と
、
同
協
議

会
設
置
の
理
由
を
話
し
ま
し

た
。
設
置
時
期
な
ど
に
つ
い
て

は
「
議
会
で
可
決
さ
れ
れ
ば

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
本
市
の

歴
史
に
親
し
み
、
学
ん
で
も
ら

お
う
と
行
っ
て
い
る
「
に
い
が

た
歴
史
塾
」
の
一
環
と
し
て
、

「
郷
土
史
講
座
」
を
開
講
し
ま

す
。同

講
座
で
は
、
「
新
潟
市
内

�
郷
土
史
講
座
�
を
開
講�

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
歴
史
を
学
ぶ�

に
見
る
二
、
三
の
民
俗
的
光
景
」

「
天
保
飢
饉

き

き

ん

と
た
す
け
あ
い
」

「
新
潟
に
お
け
る
絵
画
史
の
展

開
」
な
ど
、
各
講
師
が
郷
土
新

潟
の
歴
史
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
し
た
内
容
を
分
か
り
や
す
く

講
義
し
ま
す
。

日
時

10
月
３
・
10
・
24
・

26
・
31
日
午
後
６
時
〜
８
時

会
場

中
央
公
民
館

定
員

１
５
０
人

参
加
費

１
３
０
０
円

申
し
込
み

９
月
14
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記

入
し
、
緑
町
３
４
３
７
・
８
郷

土
資
料
館
（
�
２
２
８
・
３
２

５
９
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

し
て
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

広
域
行
政
課

（
�
内
線
２
１
８
１
）
へ

浅
見
横
越
町
長
は
「
最
終
的

に
は
、
町
民
合
意
が
原
則
だ
が
、

新
し
い
時
代
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、
合
併
は
避
け
て
は
通
れ

な
い
。
日
本
海
側
随
一
の
国
際

競
争
時
代
に
勝
て
る
よ
う
な
新

潟
市
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

亀
田
町
と
横
越
町
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
条
例
に
基
づ
い

て
設
置
し
た
合
併
に
つ
い
て
の

検
討
委
員
会
が
、
新
潟
市
な
ど

と
早
急
に
任
意
の
合
併
協
議
会

を
設
置
す
る
よ
う
各
町
長
に
答

申
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

１
市
２
町
の
議
会
で
も
合
同

の
「
新
潟
市
・
亀
田
町
・
横
越

町
合
併
問
題
懇
談
会
」
を
開
催

し
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
議
論

早
々
に
任
意
協
議
会
を
設
置
し

た
い
。
合
併
に
対
す
る
住
民
の

不
安
の
解
消
、
合
併
の
メ
リ
ッ

ト
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

阿
部
亀
田
町
長
は
「
町
の
各

界
、
各
層
の
人
か
ら
成
る
合
併

問
題
検
討
委
員
会
の
満
場
一
致

の
答
申
を
受
け
、
町
議
会
と
話

し
合
い
、
今
回
の
会
談
に
至
っ

た
。
町
の
総
合
計
画
を
着
実
に

進
め
る
よ
う
協
議
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

支
所
、
地
区
事
務
所
で
配
布
し

ま
す
　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

申
し
込
み

10
月
１
日（
必
着
）

ま
で
に
、
〒
９
５
１
・
８
５
５

０
観
光
物
産
課
（
�
内
線
２
５

１
２
）
へ

応
募
要
項
　
観
光
物
産
課
（
市

役
所
第
１
分
館
３
階
）
、
黒
埼

市
で
は
、
本
市
を
代
表
す
る

新
し
い
土
産
品
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

食
品
、
工
芸
品
な
ど
種
類
は

問
い
ま
せ
ん
。
大
切
な
人
へ
新

潟
の
思
い
出
と
し
て
贈
り
た

い
、
も
ら
っ
た
人
が
新
潟
を
訪

れ
て
み
た
く
な
る
―
―
そ
ん
な

新
潟
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
土
産
品

の
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

最
優
秀
賞
１
点
に
は
、
賞
金

10
万
円
を
差
し
上
げ
ま
す
。
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

賞

最
優
秀
賞
１
点
…
賞
金
10

万
円
、
優
秀
賞
５
点
ま
で
…
賞

金
各
２
万
円

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
市
政
懇
談
会
」
が
大
形
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
区
で
選
ん
だ
議
題
の
ほ
か
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
自

由
に
発
言
し
て
も
ら
う
時
間
も
あ
り
ま
す
。

日
時

９
月
12
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

会
場

大
形
農
協
会
館

対
象

大
形
地
区
在
住
の
人

市
側
出
席
者

市
長
、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室
（
�
内
線
２
０
６
５
）
へ

※
懇
談
会
当
日
は
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

9/12
大
形
地
区
市
政
懇
談
会

市
長
と
地
域
の
課
題
を

作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

作
業
は
、
班
ご
と
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、
一
輪
車
で
土
を
運

ん
だ
り
、
く
い
と
し
て
使
う
丸

太
の
皮
む
き
な
ど
を
し
て
、
最

後
に
池
の
中
に
土
を
入
れ
ま
し

たくさんの生き物を呼び戻そうと、作業を進める児童たち

※人口はH12国勢調査速報値�

新潟市新潟市�
人口人口 約527,271人�
面積面積 231.91��

亀田町亀田町�
人口人口 約32,062人�
面積面積 16.82��

横越町横越町�
人口人口 約10,795人�
面積面積 23.62��
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